
庶
第
二
三
琥

本
校
生
徒
ノ
現
在
服
制
ハ
明
治
三
十
一
年
八
月
十
五
日
及
同
一
―
―
十
三
年
七
月

廿
四
日
付
御
認
可
ヲ
得
テ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
候
虞
今
般
右
御
認
可
二
基
キ
別

⑦ 

制服規程改正に関する次の文書が現存する。

届 木 塑 I 

課
彫

及 及 造
塑 び

造
塑

実習実 > 目
習

造塑 牙彫 造塑 木彫 第

年
八 九 八 九七 毎

第
週

年
八 九 八 九七

教
第

年 授
八九八九七

第
時四

G = 5 ＝ニ 年

数

卒 卒

＇ 
喜

彫
科
と
塑
造
科
に
分
か
れ
た
が
、
同
三
十
四
年
に
こ
の
分
科
が
廃
止
さ
れ
、
生

徒
は
実
習
授
業
に
お
い
て
一
様
に
塑
造
と
実
材
製
作
（
第
一
年
よ
り
第
四
年
ま
で

木
彫
、
牙
彫
、
石
彫
、
鋳
造
の
う
ち
の
一
科
目
を
選
択
し
専
修
す
る
。）
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。

そ
れ
が
今
回
再
び
改
正
さ
れ
、
生
徒
は
第
一
年
か
ら
卒
業
期
に
至
る

ま
で
上
記
三
部
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
専
修
（
塑
造
部
生
徒
は
塑
造
の
み
を
、
木
彫

部
生
徒
は
木
彫
と
塑
造
を
、
牙
彫
部
生
徒
は
牙
彫
と
塑
造
を
学
ぶ
。）
す
る
こ
と
と
な

り
、
石
彫
、
鋳
造
の
科
目
は
廃
止
さ
れ
た
。
改
正
後
の
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

次
に
記
す
。

制服規定改正

制 帽 略 帽 制

袴冬 衣 冬 制帯徽地 制穎眼徽地

制地 制 釦 地

式 質 式 質 式 布 謡 質 式紐庇章質

如 紺 立 金 紺 普如 制 変 佛黒黒金黒

襟脊 径色
帽 蘭 色

通 二

美廣 六 同 西

岡 形 分 形圏シ藁 形革革字絨
^ -, 

^ 如如＾ ヘ---, ＾ 如岡 深^ ヘ正
＾ 如ッ箇 釦^金‘ ＾ 裏ッ白 ＾ 如ツ囮l

究 へ
濶 ル 岡 圏 ル 緑 面、J L.. ノヽ ノヽ L— ツ色ニ

ツ 附 色
ス 径
ヽ—

分
如

巴

紙
ノ
通
生
徒
服
制
及
着
装
規
程
相
定
候
間
此
段
及
報
告
候
也

明
治
四
十
年
二
月
廿
二
日

東
京
美
術
學
校
長

文
部
大
臣
牧
野
伸
顕
殿

〔
別
紙
（
印
刷
物
）
〕

東
京
美
術
學
校
生
徒
服
制
及
着
装
規
程

第
一
條
生
徒
ノ
服
制
左
ノ
如
シ

明
治
四
十
年
二
月
制
定

正
木
直
彦
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日
覆
ヲ
附
ス
ヘ
シ
但
此
期
間
二
限
リ
第
一
條
所
定
ノ
暑
帽
ヲ
代
用
ス
ル
コ

第
三
條

六
月
一
日
ョ
リ
九
月
三
十
日
迄
ノ
間
ハ
夏
衣
袴
ヲ
着
用
シ
制
帽

二
、
特
二
本
校
ョ
リ
指
定
シ
ク
ル
ト
キ

第
二
條
制
服
ヲ
着
用
ス
ベ
キ
場
合
左
ノ
如
シ

一
、
本
校
二
出
入
ス
ル
ト
キ

袢脚 靴

制地

覆 日 套 外 服

制地 制 地 制袖地 袴夏 衣 夏

I 制地 制釦地

式質 式質 式質 式釦質 式質 式 質

如紺 短黒 普白 普制黒 冬夏 冬 冬 藍
絨 革 通服絨 袴衣 衣衣
又 又 通 ---,ノ又 二 二 二 ニ鼠
Jヽ ノ‘ ヲ袖釦 ハ 同同 同同

岡黒 靴黒 形布 I 之 、ン、ン 、ン 、ン色

麻

一
フ 二 二 -＿, 

織 ズ ル同準 セ

ツ コ 、ンス Iレ

ク l ヘ L— 
L— 卜 キ 叉

~ ；意［ゾ~ 
L モ ノ‘

形 ノ 小

国ヽ
倉

ク

一`＇

面衣訂

面背

袢 脚

濯制

｀二〗
如 衣
』日 ーロ。。ロ

ー`
虞

5D'i団

R 

規
程
ノ
服
装
ヲ
整
フ
ベ
シ

第
七
條

第
六
條

靴
ハ
本
校
出
入
ノ
ト
キ
必
ズ
之
ヲ
穿
ッ
ヘ
シ
但
雨
雪
天
又
ハ
泥
溶

ノ
時
ハ
長
靴
ヲ
代
用
ス
ル
モ
妨
ゲ
ナ
シ

キ
附
着
ス
ベ
シ

〔已〕

疾
病
其
他
不
得
巳
事
故
二
依
リ
制
服
等
ヲ
着
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ

ル
ト
キ
ハ
本
校
生
徒
心
得
ノ
手
績
ヲ
為
ス
ペ
シ

新
二
入
學
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
生
徒
ハ
本
校
規
則
所
定
ノ
日
限
内
二
本

第
五
條
脚
袢
ハ
前
條
但
書
ノ
場
合
及
旅
行
其
他
本
校
ョ
リ
特
二
命
ス
ル
ト

第
四
條

ト
ヲ
得
ル
ト
雖
儀
式
其
他
必
要
ノ
場
合
ハ
制
帽
ヲ
着
用
七
シ
ム
ベ
ッ
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⑧

校
友
会
文
学
部
再
興

明
治
四
十
年
三
月
、
校
友
会
文
学
部
が
再
興
さ
れ
、
大
村
西
崖
が
部
長
と
な

っ
た
。
文
学
部
が
新
設
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
新
聞
も
あ
る
が
、
新
設
さ
れ
た

の
は
明
治
三
十
五
年
六
月
、
新
校
長
正
木
直
彦
を
会
長
に
迎
え
て
校
友
会
が
体

制
を
改
め
た
と
き
で
、
こ
の
と
き

本
部
ハ
文
學
美
術
二
閥
ス
ル
識
見
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
詩
歌
文
章
等

ヲ
硝
究
シ
又
ハ
朝
野
ノ
名
士
ヲ
延
キ
テ
諸
般
ノ
講
話
ヲ
請
フ
モ
ノ
ト
ス

と
い
う
規
則
の
制
定
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
概
し
て
活
動
が
不
活
発
で
あ
っ
た

の
で
、
有
志
が
こ
れ
を
再
輿
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
部
の
活
動
は
明
治
末

m

□
 

moo 
外
套

（「
畔
明
治
四
十
四
竺
一
肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

面背 面 ．．
 宦

の
美
術
界
、
文
学
界
の
情
況
と
の
対
応
に
お
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
概
況
を
記
す
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
文
学
部
再
興
以
前
に
お
け
る
生

徒
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

校
友
会
は
本
校
生
徒
、
教
員
、
卒
業
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
明

治
三
十
五
年
六
月
の
改
革
以
前
に
お
い
て
は
そ
の
活
動
に
展
覧
会
（
会
員
の
新
作

展）
、
講
話
会
（
名
士
の
講
演
）
、
運
動
会
（
遠
足
）
が
あ
っ
た
。
会
員
の
中
に
は
少

な
か
ら
ず
文
学
趣
味
を
有
す
る
者
が
あ
り
、
例
え
ば
屋
代
鉄
三
（
晃
江
）
、
水
谷

鉄
也
（
佳
園
）
、
白
井
保
次
郎
（
雨
山
）
そ
の
他
は
短
歌
の
会
を
作
り
、
小
杉
檻
邸

に
長
け
た
会
員
も
い
た
。
秀
真
、
安
民
、
鐸
嶺
の
三
人
は
正
岡
子
規
門
下
、
根

岸
短
歌
会
（
明
治
三
十
年
結
成
）
の
会
員
で
、
同
会
の
機
関
誌
『
馬
酔
木
』
発
行

（
同
一
＿
一
十
六
年
）
の
際
に
秀
真
と
鐸
嶺
は
編
集
員
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
秀

真
は
短
歌
に
造
詣
が
深
く
、
本
校
在
学
中
か
ら
研
究
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
『
闘

（
同
二
十
九
年
）
な
ど
を
発
行
す
る
一
方
、

内
の
花
月
会
（
黒
川
真
頼
を
選
者
と
し
て
同
二
十
六
年
結
成
）
に
も
加
わ
り
、
卒
業

（同
三
十
二
年
発
刊
）
に
寄

稿
し
て
い
る
。
安
民
も
晩
年
に
大
磯
鴫
立
庵
主
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

と
お
り
の
歌
よ
み
で
あ
っ
た
。
鐸
嶺
は
『
校
友
会
雑
誌
』
の
編
集
を
一
手
に
引

き
受
け
、
自
ら
も
こ
れ
に
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
筆
名
で
短
歌
も
載

せ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
高
村
光
太
郎
は
彼
ら
よ
り
や
や
後
輩
で
、
在

学
中
の
明
治
三
十
三
年
に
与
謝
野
鉄
幹
の
新
詩
社
に
入
り
、
箆
砕
雨
の
筆
名
で

稿
す
る
と
と
も
に
根
岸
短
歌
会
に
加
わ
っ
た
。

『
校
友
会
雑
誌
』
に
も
よ
く
寄

後
は
佐
々
木
信
綱
編
『
や
ま
と
錦
』
や
『
心
の
花
』

芳
』
（
同
二
十
六
年
）
、
『
う
た
』

校

た
。
当
時
は
香
取
秀
真
、
原
安
民
、
平
子
鐸
嶺
、
高
村
光
太
郎
の
よ
う
な
詩
歌

を
選
者
に
仰
い
で
毎
月
歌
会
を
開
き
、
佳
作
を
『
校
友
会
雑
誌
』

に
寄
稿
し
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